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衆
議
院
議
員
風
早
八
十
二
君
提
出
生
活
保
護
法
の
適
用
基
準
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 
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五
年
十
二
月
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衆

議

院

議
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喜 
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郞 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

吉 
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茂 

一 

 



 

三 

衆
議
院
議
員
風
早
八
十
二
君
提
出
生
活
保
護
法
の
適
用
基
準
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

今
回
質
問
の
一
、
二
、
の
問
題
は
、
い
ず
れ
も
本
法
の
取
扱
い
と
は
な
は
だ
し
く
か
け
は
な
れ
た
内
容
で
あ
り
、
且
つ
、

未
だ
か
つ
て
例
を
み
な
い
よ
う
な
問
題
で
あ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
念
の

た
め
一
応
そ
の
実
態
を
調
査
し
て
い
る
の
で
、
も
し
も
、
か
か
る
事
実
が
あ
る
と
す
れ
ば
今
後
適
切
な
措
置
を
講
じ
た
い
と

考
え
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




